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KPMGによる最新のグローバルサードパーティリスクマネジメント（以降、TPRM）サーベイの結果をご報告
できることを、大変嬉しく思います。

組織が重要な業務を支えるために、ベンダー、サプライヤー、サービスプロバイダー、テクノロジーパートナーな
どのサードパーティへの依存をますます高める中で、サードパーティリスクの管理は戦略的な最重要課題と
なっています。
急速なデジタルトランスフォーメーションの進展、グローバル・サプライチェーンの拡大、規制当局の要求水準の高
まり、そしてサイバーセキュリティ脅威の増大により、TPRMを取り巻く環境は大きく変化しています。

Alexander Geschonneck
Global Lead, Forensic

近年、組織にはリスクを特定・評価するだけでなく、サードパーティのライフサイクル全体を通じて、新たに生じる課
題を継続的にモニタリングし、対応していくことが求められています。しかしながら、多くのクライアントからは、実際
には必ずしもそれが十分にできていないという声が聞かれます。その理由として、真に重大なリスクをもたらすサー
ドパーティに注力すべきところ、リスクの低いサードパーティの評価にリソースが割かれてしまっているケースが多いこ
とが挙げられます。

こうした背景を踏まえ、本サーベイではTPRMにおける最新の動向、実務、課題を探っています。調査結果から
は、組織がどのようにTPRMフレームワークを高度化させ、新たなテクノロジーを導入し、外部プロバイダーを活用
し、リスク管理機能を統合するとともに、規制上および業務上のプレッシャーに対応しているのかに関する示唆を
得られます。また、レジリエンスの強化と価値創出を見据えたTPRMのための戦略的な提言も提示しています。

Roy Waligora
Global Lead, Third Party Risk
Management
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効果的かつ効率的なTPRMは、今日の
複雑なビジネス環境においてますます重
要である一方、その実現はより困難になっ
ています。本グローバルTPRMサーベイは、
従来の受動的なアプローチから脱却し、レ
ジリエンスを備えた将来対応型のTPRM
プログラムを構築するための青写真を示し
ています。本サーベイの結果を通じて、ガ
バナンスおよびプログラム統合、テクノロ
ジーとデータの活用、ならびにサービスデリ
バリーにおける将来対応型のアプローチを
ご紹介します。

規制遵守とサイバーリスクとい
う、いずれも重要かつ差し
迫った課題が関心の中心を
占めており、TPRMプログラム
には、目先の課題にとどまら
ず、次に到来するリスクを事
前に見通し、顕在化する前
に管理できる能力を強化す
る余地があることが示唆され
ています。

TPRMプログラムのうち、全
社的リスク管理（ERM）と
「概ね統合」されている割合
は53％にとどまり、「完全に
統合」されている割合はわず
か18％です。この結果は、
全社横断的なリスクの可視
化を実現するために、大きな
改善の余地があることを示し
ています。

真にスケーラブルで戦略的な
TPRMのオペレーティングモデ
ルが新たな潮流として浮上して
います。多くの組織では、高頻
度かつ大量に発生する個別業
務を外部委託しており、エンド
ツーエンドのマネージドサービス
へと移行する道筋が見えつつ
あります。しかし、こうした体制
をすでに導入している組織は、
全体のわずか5％にとどまってい
ます。

組織の半数以上が人工知能
（AI）の活用を検討しており、
そのうち22％は「非常に効果
的である」と評価しています。
この結果から、テクノロジーへ
の投資をより具体的で実質
的な価値へと結び付けていく
余地が明確に示されています。

TPRMプログラムを支えるデー
タに対して高い信頼を寄せて
いるリーダーはわずか15％にと
どまっており、データ品質の向
上は、TPRMの有効性を高め
るための重要な機会であるとい
えます。

TPRMの主な推進ドライ
バーは規制遵守とサイバー
リスク

TRRMとERMの統合に向
けた改善余地

スケーラブルで戦略的な
モデルへの移行の重要性

AIの活用による価値創出
機会の拡大

データ品質向上による信
頼の向上機会
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エグゼクティブサマリー
TPRMは、いま大きな転換点を迎えています。長年にわたり、経営層はサードパーティエコシステムの重要性が高まっていることを認識してきましたが、近年では
その「認識」と「行動」との間にあるギャップを、最新の機能によって埋める機会が生まれています。
業種や地域を横断して851名の企業内有識者から知見を集めたKPMGのグローバルTPRMサーベイでは、経営層はリスクの大きさを理解している一方で、
実行面にはなお改善の余地があるということを示しています。実際、過去3年間だけでも、回答した組織の3分の1がサードパーティに起因して金銭的損失ま
たは評判の低下を被っており、28％がサプライチェーンの混乱を経験しています。こうしたことからも、先を見据えた能動的な対策がもたらす効果は非常に大き
いといえます。
絶え間ない混乱が常態化する世界においては、チェックリストに依存する対応を超え、真に能動的なレジリエンスを構築することが今後の進むべき道です。
本調査データは、現在の取組みをさらに改善・高度化するための機会を示しています。以下は主な調査結果の一部です：
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これらの調査結果は、TPRMプログラムの高度化に向けた取組みをより大胆に前
進させることの価値を明確に示しています。レジリエンスは、一度達成して終わる
目標ではなく、継続的に鍛え上げていく「筋肉」のようなものです。レジリエンスの
実現には、統合されたシステム、スマートなテクノロジー、そしてビジネス横断的に
共有されたオーナーシップを通じて、リスク管理を戦略・業務・企業文化の中核に
織り込んでいくことが求められます。
本レポートでは、数多くの情報の中から要点を整理し、サーベイから得られた知
見を5つの主要テーマに集約するとともに、リスク、コンプライアンス、テクノロジーの
各リーダーが将来対応型のTPRMプログラムを構築するために必要な実践的な
指針を提供しています。

調査方法
KPMGは、アメリカ地域、欧州、アジア太平洋地域といった多様な地域、様々
な企業規模、ヘルスケア、テクノロジー、金融サービス、製造、小売、エネル
ギーなどの業種を対象に、851名からウェブベースのアンケート調査を2025年に
実施しました。回答者には、取締役、バイスプレジデント、部門責任者、Cレベ
ルの経営幹部、TPRMに直接または間接的に関与するマネージャーが含まれ
ています。本調査では、TPRMプログラムの成熟度、システム／ツールの利用
状況、リスク評価、ライフサイクル管理、レジリエンス、データ品質、テクノロジー
の導入状況などを対象にしました。また、売上規模、業種、機能別、規制レベ
ル、地域別に結果を分析しています。

ヘルスケアおよび
ライフサイエンス（178）

金融サービス（165）

産業用製造（139）

消費財・小売（103）

エネルギー、天然資源、化学
（96）

54%
Americas
(455)

30%
EMA
(259)

回答者概要
組織の所在地域

16%
ASPAC

(136)

主要セクター

現在の役職

21%

19%

19%

16%

12%

11%

10％

32%
ディレクター/シニ
アディレクター 
(273)

26%
バイスプレジデント/
シニアバイスプレジデント 
(218)

3%
マネージャー/
シニアマネージャー
(29)

>US$5 億

<US$0.1 億

30%

28%

サードパーティへの年間支出額 回答企業の年間売上
<US$50 億

US$51–100 億

>US$200 億

27%

21%

23%

29%

直接的な責任は持たないが、助言や支
援を提供している(377)

全社的リスク管理
（ERM）(331)

情報セキュリティ
リスク(171)

担当領域

コンプライアンス・
リーガル(173)

オペレーション・
ロジスティクス(55)

TPRMへの関与レベル

(81)

(122) US$0.1–0.49 億 14%

(151) US$0.5–0.99 億 18%

(255) US$1–4.9 億

(242)

(232)

(179)

(194) US$101–200 億

(242)

39%
20% 20% 14% 6%

財務・監査(121)

56% 44%
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テクノロジー、メディア、通
信（164）

TPRMの管理または監督業務に
直接関与（474）
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部門長
(187)

17%
Cレベル
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48% 45% 25% 20% 19% 18%

62% 46% 39% 43%

43% 45% 42% 50%

30% 26% 21% 25%

21% 20% 21% 19%

23% 16% 22% 16%

13% 24% 18% 19%

55% 40%

38% 46% 48% 38%

26% 22% 19% 23%

28% 23% 18% 22%

29% 26% 16% 23%

17% 9% 29% 17%

52%

40%

35%

23%

15%

15%

67%

58%

27%

13%

16%

16%

サイバーリスク／情報セキュリティリスク 規制およびコンプライアンスリスク

テクノロジー・イノベーションリスク

<US$50 億 US$51–100 億 US$101-200 億 >US$200 億 C&R IM TMT FSENRC HCLS

33% 35%
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調査結果に基づき抽出された主要テーマ

規制遵守およびサイバーリスクは、引き続きTPRM戦略の中核を
占めています。調査回答者の48％がサイバーリスクを最大の推進
要因として挙げ、45％が規制遵守としています。多くの組織におい
て、TPRM戦略はいまだ「防御」を起点として策定されているのが
実情です。これは、サードパーティにおける単一の脆弱性が、事業
全体に瞬時に波及し、業務を停止に追い込む可能性があることを
踏まえれば、合理的な対応といえます。こうした優先順位は、サー
ドパーティの脆弱性が全社的な脅威へと急速に拡大し得るという
認識が高まっていることを反映しています。また、企業に対してサー
ドパーティとの関係性を厳格に精査することを求める世界各国の
規制要件やフレームワーク主導の義務付けが、この切迫感を一層
強めています。
支出の優先順位も、これらの懸念を色濃く反映しています。ただし、
投資が必ずしも包括的なリスク管理の実現に結び付いていない点
は課題として残ります。TPRMにおける支出項目としては、リスク評
価およびデューデリジェンス（52％）が最も多く、次いでTPRM向
けのテクノロジー／ツール（51％）が続いています。さらに、サイ
バーセキュリティ／データ保護（49％）、規制監査（45％）が
僅差で続く結果となっています。

コンプライアンスとサイバー
セキュリティ:
TPRM戦略を支える二つの柱

図表1：サイバーリスクおよび規制リスクがTPRM戦略の中核を占める

過去数年間で、TPRMにおいて重要性が高まったリスクは何ですか。

回答企業の売上規模別：

Source: Global TPRM Survey, 2025
Note:回答は複数選択のため、合計が100％にならない場合があります。
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レピュテーション（ブランド）リスク

事業継続リスク リーガルリスク

回答企業のセクター別：

HCLS (ヘルスケアおよびライフサイエンス)

FS(金融サービス)

C&R(消費財・小売)

ENCR (エネルギー、天然資源、化学)

TMT(テクノロジー、メディア、通信)

全体
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本調査によれば、サイバーリスクは特に中小規模の組織において重要性
が高まっています。リソースが限られている中小企業では、サイバー対策
がサイバー脅威に対する主要な防御手段となっている場合が多いと考え
られます。一方で、十分な資金力を有する大規模組織では、全社横断
的なリスク管理能力を拡充し、より包括的にリスクを管理することで、全
体的なリスクエクスポージャーを低減することが可能です。
また、業種特有の要因も、TPRM戦略の推進ドライバーや支出の優先順
位に影響を与えています。例えば、金融業界では厳格な規制要件が主
な推進力となっている一方、ライフサイエンス分野では、多様なサードパー
ティとの関係性に起因する複雑なコンプライアンス対応が課題となっていま
す。さらに製造業では、環境・社会・ガバナンス（ESG）要素、人権、サ
ステナビリティといった複数の観点をTPRMフレームワークに組み込む動きが
進んでいます。多くの業界において、部品や原材料の原産地を把握するこ
とは、関税や貿易コンプライアンスの対応に加え、調達基準の遵守を求め
る規制への対応においても極めて重要です。
企業が直面するサードパーティリスクの範囲の広さと、TPRMプログラムに
おける多種多様な優先事項は、規模および複雑性の課題を浮き彫りに
しています。業界を問わず、サードパーティエコシステムの相互接続性が
高まるにつれて、サードパーティリスクは著しく増加しており、リスクレベルに
応じた適切なアプローチの必要性は一層高まっています。現代の企業は、
価値創出やイノベーション推進のためにサードパーティとのパートナーシッ
プへの依存度が高まっていますが、その拡大スピードは、組織がリスクを十
分に管理できる能力を上回っています。

本調査によると、経営幹部の83％が今後1～3年の間にパートナーネッ
トワークを拡大する計画を立てている一方で、71％はパートナーとの間
でゴールの合意形成を図ることに課題を感じていると認めています¹。
KPMGがクライアント向けにTPRMプログラムの設計・運用を支援してきた豊
富な経験に照らすと、数万社に及ぶベンダーを抱える企業が、すべてのサード
パーティを同一レベルでスクリーニングしようとしているケースも少なくありません。
しかし実際には、より深度のある調査を要する高リスクのサードパーティは、その
うちのごく一部（例えば10～20％程度）である場合が大半です。これは、最
も重要な領域にリソースを再配分するための極めて大きな機会と言えます。
もう一つの重要な注力分野は、「Nthパーティ」に対する認識を高めること、
すなわち、直接のサードパーティにとどまらず、そのサードパーティが依存し
ている取引先まで視野を広げることです。Nthパーティの可視性は、特定
の地域におけるサードパーティへの過度な依存リスクを把握・管理するた
めに不可欠です。多くの企業はこうした可視性を十分に確保できていま
せんが、当該ベンダーとの取引を継続するのか、代替的な対応策や緊
急の対応策を策定するのか、といったリスク許容度に関わる意思決定を
行う上で、「Nthパーティ」に関する情報は不可欠です。

拡大するサードパーティリス
クの領域をレジリエンスを
もって管理するための戦略的
提言：
リスクベースのデューデリジェンスを採用する：地理的要因のみに着
目するのではなく、提供されるサービスの内容やサードパーティへの依
存度に基づいてリスクを評価し、最もリスクの高い領域にリソースを集
中させる。

ESGを統合する：進化する規制要件やステークホルダーの期待に対
応するため、オンボーディングおよびモニタリングのプロセスに、ESGおよ
び人権の観点を組み込む。

AIおよび自動化を活用して人材の価値を高める：プロセスの効率
化、重複作業の削減、評価の迅速化を通じて業務効率を向上させ、
戦略的なリスク管理にリソースを集中させる。

データガバナンスを強化する：データ品質およびシステム統合を高度
化し、信頼性の高いデータに基づく意思決定を可能にするリスク管理
を実現する。

グローバル基準との整合を図る：過度に複雑で、効率性や有効性
を損なうプロセスを回避しつつ、グローバルな規制要件および標準に適
合させる。

1 “Accelerate growth and innovation with the right partner ecosystem,” KPMG 米国, 2025.
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規制要件および監督・審査の強化が進んでいる

カナダ
• プライバシー：個人情報

保護および電子文書法
（PIPEDA）

• 金融サービス：OSFIガ
イドラインB-10（TPRM
に関する指針）

米国
• 通信（Telecom）：FCC

（米連邦通信委員会）による
サプライチェーン・セキュリティ要
件

• 大統領令：EO 14028「ソフト
ウェア・サプライチェーン・セキュリ
ティの強化」

• 金融サービス：TPRMに関する
監督当局合同ガイダンス

• ライフサイエンス：米国食品医
薬品局（FDA）による規制・
監督

• プライバシー：中央消費者保
護庁（Central Consumer 
Protection Authority）によ
る規制

• ヘルスケア：医療情報技術の
経済性および臨床的有用性に
関する法律（HITECH法）

• 全業種共通：米司法省
（DOJ）による「企業コンプライ
アンス・プログラム」に関するガイ
ダンス改訂

オーストラリア

• 重要情報インフラ（CII）：重要インフラのセキュリティ
• 金融サ ー ビス：オーストラリア 健全性規制 庁

（APRA） ― CPS 230、CPS 231、CPS 234
• 通信：通信セクター・セキュリティ改革

日本
• プライバシー：個人

情報保護法

インド
• TPRMに関するインド

準備銀行（RBI）
のガイダンス

英国

• 通信：通信セキュリティ
法
（Telecommunicati
on Security Act）

• 金融サービス：PRA、
FCA、イングランド銀行
（BoE） ― オペレー
ショナル・レジリエンスに
関する監督声明
SS1/21/SS2/21

欧州
• 通信：5Gセキュリティ・ツール

ボックス（Toolbox for 5G 
Security）

• 金融サービス：DORA（デ
ジタル・オペレーショナル・レジ
リエンス法）、EBAアウトソー
シング・ガイドライン

• 重要情報インフラ（CII）：
NIS2指令

• ヘルスケア：TPRM
（TPRM）に関する欧州医
薬品庁（EMA）の要件

• プライバシー：一般データ保
護規則（GDPR）

シンガポール
• 金融サービス：シンガポール

金融管理局（MAS）によ
るアウトソーシング通知

• 重要情報インフラ
（CII）：サイバーセキュリ
ティ法
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全社的リスク管理（ERM）は、主として経営戦略に影響を及ぼし得る
ハイレベルな脅威に焦点を当てる一方で、TPRMは日々のベンダー管理
やサードパーティデータの取扱いといった、より実務的な領域を担うことが多
く、この点が両者の乖離を生んでいます。包括的なリスク管理の必要性が
広く認識されているにもかかわらず、TPRMとERMの統合は依然として断
片的な状況にとどまっています。調査では、53％の組織が「概ね統合され
ている」と回答し、18％が「完全に統合されている」としていますが、戦略面
とオペレーション面の双方で一貫性のある形でTPRMをリスク管理機能と
整合させることは、依然として大きな課題となっています。
実務上、「概ね統合されている」とは、TPRMのデータがERMのダッシュボードや
報告フレームワークに反映されているものの、システム、プロセス、意思決定におい
て深いレベルでの連携が十分に確立されていない状態を指す場合が少なくあり
ません。ERMは経営戦略の遂行を阻害しかねない「全社レベルのリスク」に注力
する一方で、TPRMは多数のサードパーティを対象とした取引・業務レベルの対
応に偏りがちです。さらに、TPRMの所管は組織内で分散しているケースが多く、
委員会形式で運営されていたり、調達、サプライチェーン、サイバーセキュリティと
いった複数の所管部門がそれぞれ一部を担っていたりすることが一般的です。そ
の結果、統一されたリスク管理の枠組みの下に集約されることなく、異なる言語、
優先順位、視点が併存し、全社的に一貫したリスク認識の欠如につながってい
ます。

統合の課題：TPRMとERMは未だ異なる「言語」で語られている

図表2：TPRMとERMプログラムの統合には、なお改善の余地がある

TPRM／ERMプログラムの統合度合いおよび今後の統合計画

「成熟した組織にとって、統合とは本質的に“集
中”と“優先順位付け”に他なりません。適切な
リソースを確保し、適切な人材を採用し、適切
なテクノロジーを導入し、戦略を策定した上で、
それを着実に実行していくことが重要です。」

–Srijit Menon
Partner, KPMG India

Global Lead, Third Party Security

71% 23% 5%

78% 13% 9%

66% 10% 25%

16% 37% 47%

完全に統合：TPRMがERMプログラム／フレーム
ワークのあらゆる側面に組み込まれている

まったく統合されていない

統合予定 統合予定なし 未確定

TP
RM

プ
ロ

グ
ラ
ム
と

ER
M

と
の

統
合
度
合
い
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概ね統合：TPRMプログラムの構成要素のうち、1～2
項目を除き、すべてが完全に統合されている

部分的に統合：TPRMプログラムの構成要素のうち、
1～2項目のみが完全に統合されている

© 2026 KPMG Forensic & Risk Advisory Co., Ltd., a company established under the Japan Companies Act and a member firm of the KPMG global organization of independent 
member firms affiliated with KPMG International Limited, a private English company limited by guarantee. All rights reserved.

Notes: （a）TPRMプログラムとERMとの統合度合いの回答者の回答に応じて直近3年における統合計画の有無を確認しています。
（b）四捨五入の関係により、合計が100％にならない場合があります。
Source: Global TPRM Survey, 2025



TPRMとERMの分断は、考え方の違いにも起因しています。TPRM
はしばしば二つの視点から捉えられます。一つは、金融犯罪、サイ
バー脅威、贈収賄、コンプライアンス違反といった「被害リスク」に焦点
を当てるコンプライアンスの視点です。もう一つは、取引をより迅速に、
より高品質に、より低コストで実行することを重視する調達／サプライ
チェーン／財務の視点です。これらの領域間でリスクに対する共通理
解が欠如している場合、統合は進みにくくなります。
このギャップを埋めるために、先進的な組織では、TPRMをソース・
トゥ・ペイ（調達から支払まで）といった業務プロセスに組み込み、全
社戦略やリスクプログラムの設計と整合させる取組みを進めています。
この変革には、方針やポリシーの整合にとどまらず、テクノロジーの統
合、共通のリスク分類（タクソノミー）、部門横断的なガバナンスが
不可欠です。例えば、KPMGのTPRMフレームワークは、組織が現
在の成熟度を評価し、最適な統合に向けた道筋を描くことを可能に
するとともに、サイバーセキュリティ、コンプライアンス、財務、オペレー
ションといった関係者を結び付ける自動化およびデリバリーモデルに
よって、その実行を支援します。
また、テクノロジーは極めて重要な役割を果たします。今後3年間でさ
らなる統合を計画している組織は71％に上る一方で、TPRMデータ
を「完全に信頼できる」と評価している組織はわずか17％にとどまって
います。このデータ品質のギャップは、報告の集約化や統合的なリスク
評価の実施、さらには他部門の成果を活用する取組みを阻害する
要因となっています。

TPRMとERMを統合するための戦略的提言
統合の目標を明確化する：ダッシュボードへの反映にとどまらず、共通の統制、統一されたリスク評価、共同での意思決定を含む「完全な統
合」の姿を定義する。
サイロ化を解消する：TPRMを、ERM、コンプライアンス、サイバーセキュリティ、調達、サプライチェーン、オペレーション、ITと整合させる部門横
断的なガバナンス体制を構築する。
データ品質への投資を強化する：信頼性の高いリスク報告および分析を支えるため、データの完全性と正確性を最優先事項とする。
テクノロジーを戦略的に活用する：自動化やAIを活用して業務を効率化しつつ、それらのツールを全社的なリスクフレームワークの中に適切に
組み込む。
TPRMを業務プロセスと整合させる：調達や財務プロセスにTPRMを組み込み、受動的な対応にとどまらない、戦略的なリスク管理を実現
する。

「サードパーティリスクに関して、企業は有効性、効率性、そして体験価値を同時に
追求しています。単にコンプライアンスのチェック項目を満たすだけにとどまらず、自社
とベンダーやパートナー双方にとって真の価値をもたらす、レジリエンスがありスケーラブ
ルなプロセスを構築できるかが重要です。」

– Joey Gyengo
Principal, US Third Party Risk

Management Lead, KPMG US
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調査によると、80％を超える組織が、デューデリジェンスやオンボーディン
グから、モニタリング、是正対応に至るまで、TPRMの中核的な活動の
遂行において、マネージドサービス、アウトソーシング、またはその両方を
活用しています。こうした活用は、従来のプロフェッショナルサービスにとど
まらず、リスク管理テクノロジーやインテリジェンスツールにも及んでいます。
一方で、その導入は必ずしも包括的ではなく、エンドツーエンドのマネー
ジドサービスを採用している組織は全体の約5％に過ぎません。多くの
組織は、ライフサイクル全体を外部委託するのではなく、評価件数が多
いフェーズに限定して外部支援を活用する部分的なモデルを選択して
います。例えば、回答者の44％が継続的モニタリングにマネージドサービ
スを利用しており、27％がデューデリジェンスをアウトソーシングしています。
これにより、多数のサードパーティをより効果的かつ効率的に管理し、リ
スク管理の実効性と効率性の向上を図っています。

統制を失うことへの懸念や、機密性の高い自社データを共有することへ
の不安は、アウトソーシング、コソーシング、マネージドサービスの活用を
より広く進める上での大きな障壁となっています。中には、自社のサード
パーティエコシステムを競争優位の源泉と捉え、その情報を外部と共有
することに慎重な組織も少なくありません。

リスク管理をサービスとして活用するという考え方が浸透するにつれて、外
部委託を受容する度合いは徐々に高まりつつありますが、それでもなお、
企業は自社の中核的な業務と位置付ける機能については、引き続き慎
重な姿勢を保っています。

エンドツーエンドのマネージドサービスは依然として限定的であるものの、プ
ロセスの複雑性を管理し、アウトソーシングやコソーシングを通じてコスト削
減を図ろうとする組織を中心に、関心が高まりつつあります。これは、
TPRMそのものの複雑性や、組織が直面するリソースの制約を反映して
いるだけでなく、より広範な市場動向を示すシグナルでもあります。

その一つが、AIの成熟によって、TPRMにおいてパートナー主導のサービス
提供モデルへと移行する企業が増えている点です。組織は、個々の
TPRM業務を迅速化する目的でAIの組み込みを進めていますが、多くの
場合、全体最適の視点を欠いたまま導入が進められており、その結果、エ
ンドツーエンドの効率性を損なう断片的な「ツールの寄せ集め」となってし
まっています。マネージドサービス・プロバイダーを活用することで、組織はこ
うした断片的なツール群を、TPRMライフサイクル全体に最適化された、単
一の統合型プラットフォームへと置き換えることが可能です。

マネージドサービスおよびアウトソーシング： 
外部支援を活用したTPRMのスケール拡大

図表3：TPRMプログラムは、特に契約管理およびオンボーディング
において、マネージドサービスへの依存度が高い

TPRMプログラムのうち、どの業務においてアウトソーシングまたはマネー
ジドサービスを活用していますか。

計画策定およびサードパーティの特定

アウトソーシング マネージドサービス いずれも利用し
ていない

デューデリジェンスおよびリスク判断

契約管理およびオンボーディング

継続的モニタリング

オフボーディング

28% 40% 15% 16%

27% 40% 12% 21%

23% 44% 17% 17%

20% 44% 10% 26%

27% 38% 19% 16%

両方を利用し
ている

Notes: （a）回答数が少ないため、「その他」カテゴリは図表には含めていません。
（b）四捨五入の関係により、合計が100％にならない場合があります。
Source: Global TPRM Survey, 2025
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AIの進展にも後押しされ、TPRMの提供モデルは、より成果志向になっ
ています。マネージドサービス提供者はこの進化の最前線に立ち、テクノロ
ジーを活用した拡張性のあるモデルを通じて、単なる工数削減にとどまら
ず、業務効率の向上やリスク低減といった測定可能な成果の実現を目
指しています。

最終的には、TPRMにおけるフルスケールのマネージドサービス活用は現
時点では主流ではないものの、TPRMプロセスの成熟が進み、拡張性
がありコスト効率に優れ、かつ信頼できるパートナーを求める組織の増加
に伴い、その活用は今後拡大していくと見込まれています。

組織がアウトソーシング、コソーシング、マネージドサービスを導入するにあ
たり、効果的な監督体制は不可欠です。成功のためには、プロバイダー
との関係を管理できる十分なスキルを持つ人材を配置し、自社のニーズ
に合致したプログラムを設計するとともに、成果を継続的にレビューし、適
切に検証・改善していく必要があります。強固なプロジェクト管理および
ガバナンスは、コントロールを維持し、マネージドサービスがその価値を確
実に発揮するために重要です。

もちろん、新たなサービス提供モデルへ移行するための準備状況は、業
種によって異なるのが一般的です。例えば、金融業界では、大規模な
顧客確認プログラム（KYC)や成熟したリスク管理機能を有しているこ
とから、サードパーティプロバイダーによる補完を目的として、主要プロセ
スの一部をアウトソーシングすることに比較的慣れています。一方、他
業種の企業では、マネージドサービスを十分に活用するための内部成
熟度やリソースが不足している場合もあります。

多くの組織は、マネージドサービスを活用する前提として、TPRMプロセス
の定義や標準化に引き続き取り組んでいます。

組織は、外部プロバイダーが自社のリスクアペタイトやレジリエンス目標と整
合していることを確保する必要があります。先進的な取組みとしては、サー
ビスレベル合意（SLA）や主要業績評価指標（KPI）を含む明確な
契約フレームワークを構築するとともに、技術的な専門性と高い顧客志向
を兼ね備えたプロバイダーを選定することが挙げられます。効果的なプロバ
イダーは、組織のリスクプロファイルに即した対応を行い、高リスク領域に重
点を置きつつ、組織に過度な負担をかけることなく、評価プロセスの効率
化を支援します。

先進的なマネージドサービスの提供モデルは、テクノロジー活用が一
層進んでおり、AIを用いた大量スクリーニングや、チャットボットによる
低リスクの問い合わせ対応の迅速化を実現しています。これらのツー
ルは、一貫性と効率性の高いサービス提供を支えるとともに、顧客
体験の向上にも寄与しています。このような提供モデルは、成熟度
が許す範囲において、オンショアおよびオフショアの高度な専門知識
を有する人材チームによってさらに強化されており、これらのチームは
エンドツーエンドの支援提供において重要な役割を果たしています。
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マネージドサービスおよびアウトソーシングを活用した、
TPRMの運用規模拡大に向けた戦略的提言
アウトソーシング前に内部プロセスを定義・成熟させる：マネージドサービス導入に備え、TPRMの業務フローを標準化し、文書化す
ることで、円滑な移行と運用を可能にします。
強固なガバナンス体制を確立する：サービスレベル合意（SLA）および主要業績評価指標（KPI）を活用し、適切な監督を維持すると
ともに、社内のリスクアペタイトおよびレジリエンス目標との整合性を確保します。ガバナンスを契約に組み込み、定期的に見直すことが重要で
す。

専門性と顧客志向を兼ね備えたプロバイダーを選定する：規制当局の期待を理解し、自社のリスクプロファイルに即応でき、高リスク領域に
重点を置いたサービス提供が可能なパートナーを選定することが望まれます。
文化的受容性および変革管理に留意する：外部プロバイダーやアウトソーシングモデルに対する信頼を醸成するため、変革管理への継続
的な投資が求められます。

スケーラビリティを見据えた設計を行う： TPRMのニーズが進化する中で、統制や品質を損なうことなく、より広範または複雑なリスク領域に
も対応できるよう、マネージドサービスモデルの拡張性を確保する。

「TPRMにおいてマネージドサービスを活用している
と回答する組織は数多く見られますが、その多くは
エンドツーエンドでの活用には至っておらず、部分的
なアウトソーシングにとどまっています。
真の機会は、このギャップを埋めることにあります。す
なわち、スケールを図る前にプロセスを定義・簡素
化し、基礎を確実に整えることで、より迅速かつ効
率的なTPRMの実現が可能となります。」
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– Roy Waligora
Partner and Global Lead, TPRM

KPMG UK
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テクノロジーとAI: TPRMの成熟度を高め、価値を創造する

テクノロジーは、TPRMを再構築しつつあり、AIや自動化は、特にリスク
評価、デューデリジェンス、リスク格付けの効率化において大きな可能
性をもたらしています。しかしながら、現場の実態は必ずしも整理されて
いるとはいえません。AIの導入状況にはばらつきがあり、多くの場合、分
断された形で進められています。多くの組織では、TPRMを支援するた
めに1～5種類のシステムを使用しており、他のプラットフォームとの統合
が最大の課題となっています。自動化は、デューデリジェンスやリスク評
価といった限定的な業務に適用されることが一般的であり、ライフサイク
ル全体には及んでいません。その結果、複雑性を低減するどころか、相
互に連携しないシステムの寄せ集めとなり、かえって複雑になっています。

AIの導入は、特にレポーティングやデータの可視化の領域で進展してい
ますが、その有効性については評価が分かれています。回答者の約5
割がAIを利用していると回答している一方で、「非常に効果的である」
と評価しているのは22％にとどまり、40％は「ある程度効果的である」と
回答しています。この有効性のギャップは、多くの場合、信頼性の確保
やオーケストレーションに起因しています。AIの高い効果を実現している
組織は、分断されたプロセスを連携させ、エンドツーエンドのワークフロー
全体に対する明確なオーナーシップを有しています。個別に動作する単
機能のエージェントは、統合されオーケストレーションされたプロセスと比
較すると、効果が限定的です。

最も強力なAIの活用事例では、ディープリサーチやデータベースから
取得した知見にサードパーティから直接収集したデータを組み合わ
せることで、リスクをより包括的に把握しています。これにより、組織
は現時点の事象を評価するだけでなく、シナリオ分析を行い、「現
在」と「次に起こり得る事態」の双方に備えることが可能となります。
TPRMの将来は、エンドツーエンドのオーケストレーションにあります。
これにより、より高度なベンダー評価が可能となり、企業は現在の
事象に対応するだけでなく、将来の変化を先取りする力を得ること
ができます。

今後を見据えると、今後3年間で約4～5割の組織が、TPRMの
中核業務においてAIを中程度に活用すると見込んでいます。この
分野には大きな機会が存在しています。AIは、エンドツーエンドの
業務を加速し、リスク検知能力を高め、より高度でリアルタイムな意
思決定を可能にします。こうした可能性を実現するためには、計画
的な投資、部門横断での連携、そしてパイロット段階から全社展
開へとスケールさせるための明確なロードマップが不可欠です。

図表4：多くのTPRMプログラムでは、自動化は中程度の水準に
とどまっており、高度な自動化の恩恵を受けているケースは限られて
いる
自動化が活用されているTPRMプログラムの領域および各TPRMプログラ
ムにおける自動化度合

いずれのプロセスにおいてもAIを活用していない（7％）

高度：完全に自動化され、統合されたシステム

中程度：一定程度効率化、部分的に自動化

初級：基本的なツールを使用、一部で手作業

ベーシック：自動化は限定的で、主に手作業のプロセス

サードパーティサービスの終了判断（6％）

潜在リスクの評価（30％）

パフォーマンスモニタリングの支援（29％）

FAQチャットボットによる24時間365日のTPRMアドバイザー機能（12％）

適切な条項が含まれているかの契約書レビュー（22％）

ベンダー質問票の回答内容の確認および課題の特定（31％）

デューデリジェンス要件の判定（38％）
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Notes: (a) ()内は当該TPRMプログラムにおいて自動化が活用されいていると回答（複数回答）した割合を示します。表現上の
都合により、上位8項目が掲載されています。 (b) 四捨五入の関係により、合計が100％にならない場合があります。
Source: Global TPRM Survey, 2025



TPRMにおけるAI・自動化を高
度化するための戦略的提言：
エンドツーエンドのワークフローにAIを組み込む:個別のユースケー
スにとどまらず、オンボーディングからオフボーディングに至るTPRM
ライフサイクル全体にわたってAIを統合することが求められます。

図表5：TPRMプロセスの改善におけるAIの有効性にはばらつきがある
AIは、TPRMプロセスの改善においてどの程度効果的ですか。

データ可視化の高度化

データおよびレポーティング
における正確性の向上

やや効果が
低い

AIは利用
していない

サードパーティに関するより包括的で
詳細なレポートの作成

業務プロセスの迅速化

より的確なリスクベースのモニタリング

レポーティングの迅速化

後続する定常業務の
予測精度の向上

リスク管理における
カスタマイズ性の向上

非常に
効果的

22%

やや
効果的
34%

 26%
3% 1%

14%

18%
34% 26%

6% 1%
14%

17%
36% 27%

4% 2%
14%

22%
41%

19%
4% 1%

13%

22%
38%

22%
4% 1%

13%

16%
35% 27%

6% 1%
14%

15%
32% 32%

5% 1%
15%

16%
36% 27%

5% 1%
14%

Notes: (a) 「その他」カテゴリーは、図表には含まれていません。 (b) 四捨五入の関係により、合計が100％にならない場合があります。
Source: Global TPRM Survey, 2025
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どちらともいえ
ない

まったく
効果がない

自動化と人の専門性を組み合わせる: AIツールとマネージドサービス
チームを組み合わせることで、リスク判断が十分な情報に基づき、
状況に即した形で行われ、かつ事業目標と整合するようにします。

システム統合を優先的に進める:プラットフォームの分断を解消し、
シームレスなデータ連携を実現することで、AIおよび自動化の価値
を最大化します。

効果の高いユースケースに注力する:大量スクリーニング、リスクスコア
リング、チャットボットによる問い合わせ対応などの領域から着手し、
短期間で成果を示すことが有効です。

AI導入に向けた準備への投資が不可欠:データ品質、ガバナンス、
プロセスの成熟度を確保し、AIを効果的に展開できる基盤を整える
必要があります。
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データ品質と信頼:
信頼できるTPRMの基盤

TPRMの有効性に対する信頼は、信頼性の高いデータに依存していま
す。本調査では、その点が明確に示されています。高品質なデータを有
する責任者は、自社のリスク管理に対して高い信頼を寄せている一方
で、データ品質が低い責任者は十分な信頼を置いていません。極めて
明快な結果です。具体的には、高品質なデータを有していると回答した
回答者のうち、52％がTPRMに関する意思決定について「非常に信頼
している」と回答しているのに対し、データ品質が不十分であると回答し
た回答者のうち、40％が「信頼していない」と回答しています。

データ品質の向上は、TPRMプログラムにとって極めて重要な改善機会と
して位置付けられます。回答者の59％が、自社のデータは概ね完全性・
正確性・一貫性を備えていると回答している一方で、最高水準のデータ
品質を有していると回答したのは17％にとどまっています。データ品質は企
業規模が大きくなるにつれて向上する傾向が見られますが、それでもなお、
大企業であっても分断されたシステムの統合やデータの完全性確保に課
題を抱えています。

こうした分断は、多くの場合、システムの断片化や一貫性のないデータ運
用に起因しています。例えば、国ごとに異なる調達システムが導入されて
いる場合、グローバルで統合された可視化が実現できず、地域を横断し
たサードパーティリスクの評価が困難になります。統合が不十分であること
は、サプライチェーンにおける高リスク領域の可視性を制約します。サード
パーティを統合的に把握できなければ、リスクを統合的に把握することは
できません。

図表6：TPRMプロセスにおける信頼度はデータ品質に支えられています
TPRMレポーティングで使用されるデータの品質と、TPRMプログラム全体を支えるデータに対する信頼度

信頼性が高く、完全性・正確性・妥当性・一貫性
を備えたデータ

データ品質が不十分

52% 43% 5%

10% 77% 13%

38% 58%

40%

デ
ー

タ品
質

1% 3%

7% 53%

TPRMプログラムを支えるデータに対する信頼度:
信頼していない

Note: 四捨五入の関係により、合計が100％にならない場合があります。
Source: Global TPRM Survey, 2025
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非常に信頼している 信頼している どちらともいえない

必ずしも完全性・正確性・妥当性・一貫性
を備えていないデータ

概ね完全性・正確性・妥当性・一貫性
を備えたデータ
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データ品質が低いことは、不確実性を生むだけでなく、戦略的な投
資を損なう要因ともなります。データ品質は、AIやマネージドサービス
を効果的に導入・活用する上での大きな障壁です。実際、本調査
におけるデータ品質に関する結果は、AIやマネージドサービスを活用
しているとする回答者の広範な認識とは乖離しており、多くの組織が、
これらのツールをTPRMライフサイクル全体ではなく、限定的なプロセ
スにのみ適用している可能性を示唆しています。信頼できるデータが
なければ、いかに高度なツールであっても、有意義なインサイトの提
供や自動化を実現することはできません。

組織は、データガバナンスの強化、標準化されたレポーティング、継
続的な検証への投資を行う必要があります。しかし、関与するシステ
ムや機能部門が多岐にわたることから、この課題は非常に困難に感
じられる場合も少なくありません。どこから着手すべきか判断できずに
いる組織も多く見受けられます。実務的なアプローチとしては、まず
対象を絞り、特に重要性の高い一部のベンダー（例えば、重要な
サードパーティや特定の地域）に焦点を当てて、データのクレンジン
グおよび検証から着手することが有効です。このように構造化された
段階的な改善は、費用対効果を定量的に示す成果を生み出し、
より広範なデータガバナンス施策を推進するためのモメンタムを生み
出すことにつながります。

TPRMにおけるデータ品質及び信頼を向上させるための戦略的提言:
重要なサードパーティから着手する：初期段階のデータクレンジングは、最も重要なサードパーティに重点的に取り組むことで、早期に成
果を創出し、その価値を示すことができます。

データの是正に段階的なアプローチを採用する：データ品質向上の取組みを一度に全面的に実施しようとするのではなく、各段階で
費用対効果を確認できるよう、管理可能なステップに分解して進めることが求められます。

データガバナンスおよび標準化への投資が不可欠：事業部門や地域を横断して、明確なオーナーシップ、一貫した定義、標準化さ
れたレポーティングを確立する必要があります。

調達システムとリスク管理システムの統合を進める：グローバルな業務全体を通じてサードパーティデータを統合的に把握できるように
することで、可視性を高め、リスク評価の高度化につなげます。

データ品質向上の取組みをAIおよびマネージドサービスの目標と整合させる：基盤となるデータの改善が、より広範な自動化やアウト
ソーシング戦略を確実に支えるようにする必要があります。

「信頼できるデータの基盤を構築することは、TPRMに対する信頼を高め、その潜在能力を最
大限に引き出すための最も効果的な方法です。高品質なデータを有していると回答したリーダー
が17％にとどまっているという事実は、今後取り組むべき明確な方向性を示しています。データの
完全性に注力することで、組織はAIをはじめとするテクノロジー投資からより大きな価値を引き出
し、より迅速で的確な意思決定を可能にする、真にレジリエントなTPRMプログラムを構築する
ことができます。」

2026 global TPRM survey Executive summary Key survey themes Recommendation roundup How KPMG can help
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– Gavin Rosettenstein
Partner, KPMG Australia
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提言の総括: レジリエントかつ将来に対応した
TPRMプログラムの構築
将来に対応できるTPRMプログラムへの道筋は、段階的な小規模改善にとどまるものではなく、より大胆で戦略的な取組みを必要とします。受動的でコンプライアンス起因の
機能から、価値を創出する能動的なレジリエンスの中核へと進化するためには、新たな発想への転換が不可欠です。以下のアクションは、本調査から得られた主要な示唆を
整理したものであり、組織を守るだけでなく、競争優位性を高めるための明確なロードマップを示しています。

重点領域への
絞り込み
広範で非効率なスクリーニングか
ら脱却し、リスクベースで的を絞っ
たアプローチへ移行する必要があ
ります。真に脅威となる少数のベ
ンダーにリソースを集中させること
で、重要な領域における洞察を
深め、低リスクのベンダーに過度
な労力を費やすことを防ぐことがで
きます。

サイロ化の
解消
リスク管理が分断された状態で
は、真のレジリエンスを実現する
ことはできません。TPRMと
ERMの機能を統合し、全社横
断で統一されたリスクの全体像
を構築することで、単なるコンプ
ライアンス対応にとどまらない、戦
略的な意思決定を支える基盤
を整えることが重要です。

TPRMプログラムの有効性は、そ
れを支えるデータの質に大きく依
存します。単一の信頼できる情報
源を確立するため、データガバナン
スへの投資が不可欠です。正確
で信頼性の高いデータは、効果
的なAI活用、信頼性の高いレ
ポーティング、そして自信を持った
意思決定のための重要な基盤と
なります。

AIの実行的活用
への移行
単にAIを活用するということでなく、
明確な目的を持って展開する必
要があります。TPRMライフサイクル
全体にわたって自動化と高度な
ワークフローを組み込み、プロセスの
迅速化、潜在的なリスクの発見、
そしてより戦略的な業務に人材を
振り向けられる環境を整えることが
求められます。

リスクエクスポージャーは、一次取
引先だけで完結するものではありま
せん。サプライチェーンのより深層に
潜むリスクを把握するためには「Nth

パーティ」まで可視性を確保し、集
中リスクの管理や予期せぬ混乱の
未然防止につなげることが重要で
す。

マネージドサービスを活用するこ
とで、ボリュームの大きい業務に
おける効率性と対応力を拡大
することが可能です。一方で、ガ
バナンスおよび戦略に対する統
制は自社で堅持し、外部パート
ナーが自社のリスクアペタイトを
補完する存在として機能するよ
う管理する必要があります。外
部委託は、リスク管理の代替で
はなく、その延長線上にあるべき
ものです。

How KPMG can help

17

戦略的資産としての
データの活用

Nthパーティを含めた
広範囲のリスク検討

オーナーシップではなく
成果のアウトソース
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KPMGのTPRMプロフェッショナルは、グローバルに展開するデリバリーセンターのネットワークを通じて業務を行って
おり、主要なグローバル拠点において24時間365日対応可能な高度な専門人材を擁しています。この体制により、
お客様のニーズに応じてチームを柔軟に編成・拡張することが可能であり、複数のタイムゾーンおよび言語への対
応を実現するとともに、国・地域をまたいだ一貫性のある高品質なサービス提供を可能にしています。

KPMGは、分野横断型アプローチを採用し、リスク管理、調達、コンプライアンス、テクノロジー、サイバーセキュリティ、
ESGといった各分野の専門家を結集することで、TPRMプログラムの設計、導入、継続的な高度化を支援していま
す。このような分野横断的な体制により、TPRMプログラムのあらゆる要素が網羅され、明確なオーナーシップと説明
責任のもとで、効果的な運用が確保されます。

KPMGのTPRM向けマネージドサービスは、自動化、AI、専門知識を必要に応じて組み合わせることで、継続的な
変革を推進するエンジンとして機能します。モジュール型かつサブスクリプションベースで提供されるマネージドサービス
は、最先端のテクノロジー、自動化、オフショアのケイパビリティを活用することにより、業務効率の向上を実現するよう
設計されています。従来型のアウトソーシングとは異なり、KPMGの包括的なマネージドサービスは、オンボーディング
およびデューデリジェンスから、継続的モニタリング、課題管理、オフボーディングに至るまで、TPRMライフサイクル全体
を網羅しています。

グローバル
体制

分野横断型
アプローチ

次世代型の
マネージド
サービス

業務効率の向上：自動化およびプロセスの標準化・高
度化により、サードパーティ管理に伴う事務負荷を大幅
に削減し、オンボーディングの迅速化を実現します。

リスク低減: KPMGのマネージドサービスを通じて、ベ
ンダー／サードパーティのライフサイクル全体にわたり、リ
スクをプロアクティブに特定し、評価し、低減します。ま
た、セキュリティ態勢およびコンプライアンス水準の向上
にも寄与します。

戦略的インサイトの提供：高度なアナリティクスおよび
レポーティングにより、意思決定に直結する示唆を提
供し、TPRMの継続的な高度化・改善を支援します。

レジリエンス強化:TPRMをERMと統合し、KPMGの
グローバルリソースを活用することで、事業中断リスクや
規制環境の変化に強い組織基盤の構築を支援しま
す。
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KPMGによる支援
本サーベイ結果は、TPRMを単なる防御的対応から脱却させ、戦略的な価値創出へと進化させるためのプレイブックを示し
ています。 KPMGは、プレイブックを確実に実行し成果に繋げるために必要な経験、テクノロジー、グローバルな体制を提供し
ています。私たちは、お客様とともにレジリエンスを強化し、業務効率を高め、サードパーティとの関係から戦略的な価値を引き
出すことを支援します。KPMGのグローバルTPRMチームは、深い専門知識、先進的なテクノロジー、そして堅牢なマネージド
サービスモデルを組み合わせた幅広い支援を提供できる体制を整えており、市場において明確な差別化を実現しています。

How KPMG can help
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私たちのTPRMソリューションは測
定可能な価値を提供します
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UK and Global
Roy Waligora
Partner and Global Lead, TPRM 
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roy.waligora@kpmg.co.uk

Helena Bartles
Director, Forensic 
helena.bartles@kpmg.co.uk
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Sonu Sikand
Partner, Info Tech Risk Services 
sonusikand@kpmg.ca

Peter W. Armstrong 
Partner, Forensic 
pearmstrong@kpmg.ca

US
Joey Gyengo
Principal, US Third Party Risk 
Management Lead 
jgyengo@kpmg.com

Daniel W. Click 
Partner, Advisory 
dclick@kpmg.com

Diana Keele 
Managing Director, 
Risk Services 
dkeele@kpmg.com

India
Vipul Jain
Partner, India Lead, Non-Cyber 
Third-Party Risk Management 
vipuljain@kpmg.com

Srijit Menon
Partner, KPMG India Global Lead, 
Third Party Security 
srijitmenon@kpmg.com

Maneesha Garg 
Partner and Head, 
Managed Services 
maneesha@kpmg.com

Netherlands
Hokkie Blogg
Partner, Cyber Strategy & Risk 
blogg.hokkie@kpmg.nl

Germany
Verena Hinze
Audit – Regulatory Advisory 
vhinze@kpmg.com

France
Caroline Albarel 
Partner, Advisory 
calbarel@kpmg.fr

Italy
Valerio Falcicchio 
Partner, Advisory 
valeriofalcicchio@kpmg.it

Daniele Ianniello 
Partner, Advisory 
dianniello@kpmg.it

Japan and ASPAC
Mariko Yamada
Director, Forensic 
mariko.yamada@jp.kpmg.com

Australia and South ASPAC
Gavin Rosettenstein 
Partner, KPMG Australia 
gavin1@kpmg.com.au

Middle East
Nicholas Cameron 
Partner, KPMG United Arab 
Emirates
nicholascameron@kpmg.com

Belgium
Jens Moerman
Director, Forensic 
jensmoerman@kpmg.com
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